
「いしのまきＮＮ通信」は，石巻地域の農業農村整備事業に関連する活動を広くお知らせすることを目的に，年３回程度発行しています。
掲載希望の情報などがありましたら農村振興班までご一報ください。今後ともよろしくお願いします。 
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第４２号 

発行日 平成３１年３月２６日 
（平成３１年３月２８日 訂正） 

トヤケ森から望む石巻管内の風景 

第４２号の目次 

災害復旧事業赤井堀地区 

赤井堀水門の完成 
１ 

農地・農業用施設等の 
復旧・復興の進捗 

２ 

農地集積戦略会議の開催 

３ 多面的機能支払交付金 
活動組織向け説明会の開催 

「石巻産オリーブオイル」 
試食会の開催 

４ 

災害復旧事業赤井堀地区 
赤井堀水門が完成しました 

 平成３１年１月，災害復旧事業赤井堀地区の水門が完成しまし

た。水門は，赤井堀と定川の接続部分にあり，国道４５号線を仙

台方面から石巻市方面に向かって右側に位置しています。これは，

東部土木事務所が二級河川定川の堤防復旧工事に伴う附帯工事と

して土地改良財産改築（追加）工事により施工しました。 

 完成後は，土地改良施設として当部が一旦所管しますが，水門

の周辺市街地における津波防御施設として，今後の操作及び管理

は東松島市が行う予定です。また，譲与については東松島市と協

議を重ねている段階です。 

 東松島市からの要望を受け，当部の発注工事で，遠隔操作機器

を東松島市役所内に設置しました。これにより，市役所内にいな

がら，ゲートの開閉を操作することができます。 

▲完成した赤井堀水門 

赤井堀水門 

東松島市 

石巻市 

石巻港 

定 
   川 

▲赤井堀水門 位置図 

赤 
   井 
     堀 
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農地・農業用施設等の復旧・復興の進捗 

 県は，平成３１年３月１３日（水）に，新たな「農地・農業用施設等の復旧・復興のロードマップ」

を公表しました。東部管内では，農地，農業用施設，農地海岸の復旧完了目標を平成３１年度とする計

画としています。 

 管内では，復旧対象面積３，４８０ｈａのうち，平成３１年３月末までの着手面積は３，４７０ｈａ

（約９９％），完了面積は３，３６６ｈａ（約９７％）となる見込みです。また，津波被害を受けた農

業用施設２７施設のうち，３月末までの着手施設数は２７施設（１００％），工事完了施設数は２５施

設（約９３％）となる見込みです。 

■管内の災害復旧・復興のロードマップ 

■管内の主な事業の進捗状況 

本資料は，県が公表した「東日本大震災に係る農地・農業用施設等の復旧復興のロードマップ見直しについて（H31.3.13）」のうち，東部管内分を表記している。 
 ※１ 農地復旧面積には自力復旧，復興事業による転用などの面積を含む。 
 ※２ 農業用施設については受益面積１０ｈａ以上の排水機場とし，国が直轄で行う２地区（河南地区，定川地区）を除く。 

農業用施設（排水機場）

復旧対象施設：２７施設

※年度別復旧計画
１００％５０％

１００％着 手

本復旧着手施設：２７施設
（Ｈ３１.３末見込み）

約９３％完 成

工事完了施設：２５施設
（Ｈ３１.３末見込み）

項 目 進捗率
（着手・完成面積等）

／（復旧対象面積等）

農 地（除塩含む）

復旧対象面積：約３，４８０ｈａ

※年度別復旧計画
１００％５０％

約９９％着 手

着手面積：約３，４７０ｈａ
（Ｈ３１．３末見込み）

約９７％完 成

完成面積：約３，３６６ｈａ
（Ｈ３１．３末見込み）

Ｈ３１．３

Ｈ３１．３

Ｈ３１．３

Ｈ３１．３

H23 1,880ha H24 855ha H25 299ha

H26   186ha H27   80ha H28  30ha

H29     95ha   H30   45ha   H31  10ha

H23  2施設 H24 15施設 H25 7施設

H28  2施設 H30   1施設

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

■農地（除塩含む） ※１ 

面積：３，４８０ｈａ 1,880ha 855ha 299ha 186ha 80ha 30ha 95ha 45ha 10ha 

進捗％ 54% 79% 87% 93% 95% 96% 98% 99% 100% 

■農地（除塩含む） ※１ 

面積：３，４８０ｈａ 1,880ha 354ha 492ha 110ha 319ha 70ha 45ha 96ha 114ha 

進捗％ 54% 64% 78% 81% 91% 93% 94% 97% 100% 

■農業用施設 ※２ 

排水機場：２７施設 2施設 15施設 7施設 0施設 0施設 2施設 0施設 1施設 

進捗％ 7% 63% 89% 89% 89% 96% 96% 100% 

■農業用施設 ※２ 

排水機場：２７施設 2施設 2施設 12施設 7施設 0施設 0施設 0施設 2施設 2施設 

進捗％ 7% 15% 59% 85% 85% 85% 85% 93% 100% 

■農地海岸 

農地海岸：２３箇所 
うち廃工：４箇所 

0箇所 13箇所 6箇所 

進捗％ 0% 68% 100% 

■農地海岸 

農地海岸：２３箇所 
うち廃工：４箇所 

0箇所 0箇所 0箇所 3箇所 4箇所 2箇所 0箇所 6箇所 4箇所 

進捗％ 0% 0% 0% 16% 37% 47% 47% 79% 100% 

工種 

完成 

着手 

着手 

完成 

着手 

完成 

応急 

応急 
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▲説明会の様子 

多面的機能支払交付金 活動組織向け説明会を開催しました 

 平成３１年３月１日（金），石巻合同庁舎で，石巻市，

東松島市，県が共同で多面的機能支払交付金の活動組織向

け説明会を開催しました。これは，平成３１年度から適用

される制度及び様式等の改正点に関する説明を目的として

開催したもので，当日は活動組織構成員や関係機関職員な

ど約１２０人が出席しました。 

 平成３１年度の制度改正のポイントは，活動項目の整理

と様式改正による事務の簡素化，加算措置の新設，広域化

支援の拡充となっており，これらについて県及び市の担当

者が説明しました。次いで，各市における今後の事務スケ 

平成３０年度第３回農地集積戦略会議を開催しました 

▲東小松地区（平成３１年３月４日） 

 平成３１年３月４日（月），６日（水），７日（木），８日（金）の４日間にかけて，第３回農

地集積戦略会議を開催しました。この会議は，県，市，土地改良区など管内の関係機関が一堂に会

し，農地整備事業に取り組む１２地区について，農地集積目標の達成に向けた課題の検討をする場

となっています。 

 今回は，平成３０年度の集積面積実績及び活動結果，平成３１年度に向けた課題の整理を行いま

した。また，各地区において，目標集積率達成に向け次年度の作付け計画や担い手の営農状況など

の情報を共有しました。検討した内容を基に，平成３１年度農地集積活動を推進していきます。 

 石巻市管内の三輪田地区は，平成３０年度に目標達成地区となりました。 

▲北上地区（平成３１年３月７日） ▲広渕沼地区（平成３１年３月８日） 

 

 農業・農村は，食料を供給するだけでなく，国土の保全，水源の涵養，生物多様性の保全，良好

な景観の形成など，様々な役割を持っています。こうした農業・農村の持つ多種多様な役割＝多面的

機能の維持・発揮をはかる活動を支援する制度が「多面的機能支払交付金」です。 

 東部管内では，平成３１年３月現在，石巻市で１９組織，東松島市で２８組織が当事業を活用して

地域資源の保全管理活動を行っています。その他，地域住民や子どもたちと生きもの調査や水質調査

を行って交流と多面的機能の普及・啓発を図るなど，各地域で様々な取組を行っています。 

東部管内における多面的機能支払交付金の取組 

ジュールについて，活動組織と関係機関で共有しました。 

 今後も当事業の効果がよりよく発揮されるよう，説明会の開催や中間確認での指導・助言等

を実施し，関係機関と一体となって活動組織への支援を行っていきます。 
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平成３０年産「石巻産オリーブオイル」試食会が開催されました 

  平成３１年３月２０日（水），石巻市中央の観光交流施設「いしのまき元気いちば」で，「平成

３０年産『石巻産オリーブオイル』試食会」が開催されました。これは，石巻市で実証栽培に取り組

んでいるオリーブが平成３０年度に初めて搾油されたことを受け，石巻産オリーブオイルをPRするた

めに石巻市が開催したものです。会には，石巻市をはじめとする関係機関のほか，地元農家，市内飲

食店など約７０名が参加しました。石巻市の亀山紘市長は，あいさつの中で，「オリーブ栽培の取組

は，農業だけでなく，水産，畜産，観光など幅広い産業につながる。この『地域の宝』をさらに磨い

ていきたい。」と，新たな特産品の誕生を祝しました。 

 この度搾油されたオイルは，酸味が少なく，健康への効果が注目される「ポリフェノール」を多く

含んでいます。成分分析を行った香川県の農業生産法人「株式会社アライオリーブ」の荒井信雅社長

は，「オリーブオイルの国際基準を満たす，良質なオイル。」と述べ，その品質を評価しました。 

 会の最後に，石巻産のオリーブオイルと食材が振る舞われ，出席者は，野菜や米，海産物とともに

オリーブオイルを味わいました。 

 今後はオリーブ加工施設の整備が予定されており，取組のさらなる発展が期待されます。 

 
 石巻市は，平成２６年度からオリーブの実証栽培に取り組んでいます。平成３０年度までに，

４地区（北上地区，雄勝地区，河北地区，牡鹿地区）合計で約１，７００本のオリーブが定植

されました。また，平成３０年秋のオリーブ収量は４地区合計で約８４kgと，前年度の約１８

倍となりました。翌年度以降，樹木の成長とともに収量の増加が見込まれています。 

 東部地方振興事務所は，今後も石巻市のオリーブ振興を支援していきます。 

石巻市におけるオリーブ実証栽培の取組 

▲石巻市 亀山市長のあいさつ ▲石巻産のオリーブと地元産品が振る舞われました 
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宮城県東部地方振興事務所 農業農村整備部（編集：農村振興班） 

一日も早い災害復旧と 
地域復興をめざして 


